
ハ
ン
パ
リ
l
波
の
政
治
論
の
幾
ら
な
い
部
分
と
第
化
し
た
部
分
を
、
十
一
世

紀
の
イ
プ
ン
・
フ
ァ
ッ
ラ
l
と
十
四
世
紀
の
イ
プ
ン
・
タ
イ
ミ
l
ヤ
と
い
う
、

同
級
の
法
皐
者
の
中
で
は
こ
の
分
野
で
特
に
顕
著
な
業
績
を
残
し
た
二
人
の
人

物
の
政
治
論
を
比
較
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
い
く
分
な
り
と
も
明
ら
か
に
し
て

み
た
い
。

イ
ブ

ン
・
フ
ア
ツ
ラ
l
に
つ
い
て
は
そ
の
著

k
S
E遣
と
e
h
R
N
Bミ
ほ
お

(
統
治
の
諸
原
理
)
を
、
イ
ブ
ン
・
タ
イ
ミ
l
ヤ
の
場
合
は
と
・
訟
も

EbN-

M
F
司
dhH(イ
ス
ラ
l
ム
法
の
政
治
〉
と
い
う
本
を
取
り
あ
げ
て
、
そ
の
内
容

の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
比
較
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

中
園
紡
績
業
の
「
黄
金
時
代
」

森

時

彦
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一
九
一
九
年
か
ら
二

O
年
に
か
け
て
、
中
園
紡
績
業
は
綿
糸
一
梱
嘗
り
五

O

雨
と
い
う
未
曾
有
の
高
利
潤
に
う
る
お
っ
た
。
そ
の
結
果
、
紡
績
業
へ
の
投
資

は
プ
l
ム
を
よ
び
、
僅
々
四
、
五
年
の
聞
に
紡
錘
数
は
三
倍
近
い
激
増
を
み

た
。
中
園
民
族
工
業
の
「
黄
金
時
代
」
を
き
づ
く
原
動
力
と
な
っ
た
こ
の
紡
績

業
勃
興
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
研
究
で
は
多
く
、
第
一
夫
世
界
大
戦
の

影
響
に
よ
る
根
強
い
圏
内
需
要
の
抜
大
と
、
そ
れ
に
績
く
圏
内
市
場
の

「紗
貴

花
賎
(
製
品
高
の
原
料
安
ど
と
い
う
、
い
わ
ば
現
象
面
だ
け
の
説
明
が
嘗
て

ら
れ
て
き
た
。

本
報
告
で
は
、
嘗
時
の
中
園
紡
績
業
の
褒
展
段
階
を
考
慮
に
い
れ
つ
つ
、
綿

糸
債
格
と
棉
花
債
格
(
と
り
わ
け
後
者
に
重
黙
を
お
い
て
〉
の
園
際
比
較
を
こ

こ
ろ
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
紡
績
業
に
と
っ
て
理
想
的
な
「
紗
貴
花
賎
」
と
い

う
彦
境
か
、
何
故
に
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
時
期
に
中
園
市
場
に
も
た
ら
さ
れ
た
の

か
と
い
う
問
題
を
解
明
し
た
い
。
こ
の
分
析
は
、
中
園
市
場
の
構
造
的
特
質
を

通
じ
て
、
中
薗
紡
績
業
の
「
黄
金
時
代
」
な
る
も
の
の
寅
態
を
よ
り
鮮
明
に
す

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
同
時
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
綿
紡
績
工
業
の
展
開
過
程
の
中
で
、
中
園
紡
績
業
の
お
か
れ
て
い
た
位
置
と

そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
限
界
を
も
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
明
ら
か
に
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

張
審
と
東
南
互
保

藤

-147ー

岡

喜
久
男

張
審
の
東
南
互
保
へ
の
開
輿
は
、

c.
タ
ン
、

s.
チ
ュ
、
李
園
祁
氏
が
夫

々
既
に
燭
れ
ら
れ
て
い
る
露
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
、
張
審
の
「
柳
西

草
堂
日
記
」
同
「
年
盟
国
」
、
彼
と
関
係
の
深
か
っ
た
劉
厚
生
(
劉
垣
)
の
「
張

審
停
記
」
惜
陰
(
趨
鳳
畠
)
の
「
庚
子
袋
一
繭
東
南
互
保
之
紀
賞
」
盛
宣
懐
・
劉

坤
一
・
張
之
洞
・
李
鴻
章
の
電
稿
、
及
び
日
英
の
外
交
文
書
等
々
に
よ
っ
て
、

よ
り
明
確
に
し
、
張
審
の
そ
の
後
の
立
憲
運
動
・
辛
亥
革
命
へ
の
閥
輿
の
性
格

を
考
察
す
る
手
掛
り
と
し
た
い
。

内
容
は
、
付
タ
ン
・
チ
ュ
・
李
三
氏
に
よ
り
つ
つ
同
約
款
が
劉
・
張
・
李
一
一
一

総
督
の
東
南
の
卒
和
護
持
政
策
と
盛
ら
上
海
官
紳
の
約
款
締
結
提
議
・
協
力
の

結
果
で
あ
る
こ
と
の
紹
介
、
白
そ
の
上
海
官
紳
の
一
人
と
さ
れ
る
張
審
(
進

士
、
貧
業
家
〉
が
、
沓
知
の
沈
総
度
(
傘
人
、
文
繍
公
の
息
)
等
々
と
共
に
、
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劉
・
張
雨
徳
督
と
越
・
何
嗣
混
・
盛
(
買
務
、
南
洋
公
接
関
係
者
、
三
人
と
も

武
進
脱
出
身
)
と
の
雨
者
を
媒
介
し
た
こ
と
、
そ
の
際
そ
の
重
要
な
一
彦
を
な

す
劉
総
督
説
得
を
張
審
が
南
京
・
上
海
滞
在
中
に
行
な
っ
た
こ
と
を
、
前
掲
の

諸
資
料
か
ら
貫
詮
、
国
と
こ
ろ
が
、
張
替
の
日
記
に
そ
の
説
得
の
記
述
を
歓

く
、
貸
は
右
の
南
京

・
上
海
滞
在
中
そ
の
二
日
だ
け
記
述
の
な
い
五
月
二
七
・

二
八
日
に
そ
れ
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
前
掲
の
諸
資
料
か
ら
推
論
(
関
輿
し
つ
つ

同
様
そ
の
記
述
を
残
し
て
い
な
い
例
あ
り
、
陳
三
立

・
沈
曾
植

・
湯
誇
潜
等
)、

彼
の
説
得
の
内
容
を
検
討
し
、
嘗
時
の
東
南
互
保
相
側
、
そ
の
他
一
般
的
政
治
情

況
を
考
察
す
る
こ
と
、
と
す
る
。

呂
坤
の
郷
村
針
策
と
華
北
農
村

谷

口

規

矩

雄

呂
坤
〈
一
五
三
六

1
一
六
一
八
〉
が
明
末
、
高
暦
期
の
特
徴
あ
る
思
想
家
で

あ
る
こ
と
は
既
に
よ
く
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
営
時
の
農
村
問
題
に
つ
い

て
も
、
し
ば
し
ば
針
策
を
設
案
し
、

官
僚
と
し
て
、
ま
た
退
職
後
は
郷
紳
と
し

て
、
自
身
そ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
ベ
く
釜
力
し
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

る。
し
か
し
彼
の
恩
想
鐙
系
そ
の
も
の
を
別
に
し
て
、
彼
の
郷
村
改
革
策
の
み
に

限
っ
て
も
、
な
お
い
ま
だ
十
分
に
検
討
さ
れ
て
は
い
な
い
と
思
う
。
私
は
、
高

暦
後
半
期
の
華
北
農
村
の
危
機
的
状
況
に
射
し
て
、
呂
坤
が
提
出
し
た
改
革
案

|
そ
れ
は
租
税
・
箔
役
問
題
が
中
心
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
な

か
で
も
土
地
集
中
の
進
行
に
と
も
な
う
中
小
農
民
の
税
役
負
措
の
不
公
卒
の
績

大
に
劃
し
て
、
彼
が
採
用
し
よ
う
と
し
た
土
地
丈
量
策
を
取
り
あ
げ
検
討
し
た

い
と
思
う
。

彼
は
土
地
丈
量
を
基
礎
に
、
里
甲
の
均
一
件
化
を
主
唱
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
勝
に
江
南
各
地
で
嘗
時
問
題
に
な
り
始
め
て
い
た
均
田
均
役
法
と
軌
を
一

に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
高
暦
中
期
、
河
南
の
一
部
地
域
で
は
呂
坤
の
丈
地
均

回
に
な
ら
っ
た
里
甲
均
卒
化
が
笈
行
さ
れ
て
い
た
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
賀
行
者

の
一
人
が
、
こ
れ
も
有
名
な
楊
東
明
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
華
北
地
域
で
も
各
地
で
各
援
の
内
容
を
持
っ
た
均
田
均
役
法
、
か
貧

施
さ
れ
て
行
き
、
明
末
の
動
剖
乱
期
に
は
一
時
、
そ
の
動
き
は
社
繕
え
る
が
、
清

初
康
照
年
関
に
、
こ
の
法
は
華
北
の
相
蛍
庚
範
国
に
普
及
し
た
と
見
な
さ
れ
る
。

理
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割

揚

伊

藤

道

治

『
詩
経
』
、
特
に
西
周
金
文
に
は
「
封
揚
玉
休
」
と
い
う
語
が
頻
繁
に
使
用

さ
れ
る
。
郷
玄
が
、
「
王
の
策
命
に
答
え
る
の
時
、
王
の
徳
の
美
な
る
を
稽
揚

す
」
と
解
し
て
よ
り
、
現
在
で
も
多
く
の
研
究
者
が
そ
の
設
に
従
う
。
こ
の
語

は
、
西
周
中
期
の

「冊
命
賜
輿
形
式
」
と
よ
ば
れ
る
殆
ん
ど
の
金
文
に
使
用
さ

れ
る
た
め
、

一
般
に
は
、
蛍
時
の
慣
用
語
で
あ
る
と
さ
れ
、
嘗
時
の
君
臣
関
係

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
ち
、
政
治
上
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
た
か
に

つ
い
て
は
、
却
っ
て
等
閑
観
さ
れ
て
来
た
。
本
論
で
は
こ
の
黙
に
つ
い
て
考
察

す
る
が
、
そ
の
結
論
を
左
に
あ
げ
る
。

ω封
揚
の
語
義
は
、
皐
に
王
の
策
命
に
答
え
て
、
王
の
徳
を
務
揚
す
る
と
い


